
２０２１ 年 １２月 ３日

ダイナエアー株式会社 

コージェネ大賞２０２１ 技術開発部門において 

当社のリキッドデシカント空調機が「特別賞」を受賞しました 

当社は、一般財団法人コージェネレーション・エネルギー高度利用センターが主催

する「コージェネ大賞２０２１」において、ダイナエアー株式会社、株式会社日建設

計総合研究所、エボニックジャパン株式会社、中部電力株式会社の４社で共同応

募した「低温排熱利用で調湿できる新しい空調機」(リキッドデシカントエアハンドリ

ングユニット：L D A H U)が、新規性・先導性・新規技術および省エネルギー性等を

評価され、２０２１年１２月３日「技術開発部門 特別賞」を受賞しました。 

【コージェネ大賞とは】 

新規性・先導性・新規技術および省エネルギー性等において優れたコージェネレー

ションシステム（以下、コージェネ：C G S）を表彰することにより、コージェネの

社会への認知を図るとともに、コージェネの普及促進につなげることを目的とする賞

です。 

２０２１年度は、応募の中から学識経験者で構成する選考会議（委員長：公益財団

法人地球環境産業技術研究機構 理事長・研究所長 山地 憲治）にて、厳正なる審査

の結果、民生用部門５件、産業用部門５件、技術開発部門３件の合計１３件の受賞案

件が決定致しました。 

【脱炭素社会に向けて】 

コージェネは原動機等により電力と熱を供給するシステムであり、需要地にコージ

ェネを設置し、電力と排熱の両方を有効利用することCO２で排出量の削減、省エネ

ルギーによる経済性向上が可能です。 

また、一定条件を満たせばコージェネは商用系統の停電時に防災兼用機として利用

することができ、非常時にも電力や熱を安定供給できます。 

脱炭素社会の実現を目指す日本社会において、排熱の利用によるCO２排出量の削

減は重要な要素の一つとして注目されています。 

【受賞機器の特長】 

L D A H Uは、コージェネ排熱を利用しつつ調湿と温調を同時に行う空調機です。 

コージェネからは、高温の温水・蒸気の他にインタークーラーの冷却排熱が発生し

ますが、３７℃程度と低いため多くは冷却塔で捨てられています。 

L D A H Uは、排熱を夏場の調湿液の再生（濃度調節）用熱源と冬場の加湿及び加

温用熱源に利用して通年コージェネの効率を向上させ、インタークーラーの低温排熱

も余すところなく活用します。 



【想定されるシステム構成】 

コージェネレーションによる低温排熱を利用したシステムイメージ 

加湿は調湿液を介した水加湿方式で４０℃以下の排温水でも十分な加湿が得られ、

除湿・冷却時には１２℃程度の冷水で十分な除湿ができ熱源効率が向上します。 

再生に用いる温水温度も４０℃程度あればよく、中温の排温水が利用できます。 



【評価内容】 

１．エネルギー低減効果 

L D A H Uを用いてコージェネのインタークーラー排熱を有効利用すること

で、熱源全体のエネルギー消費量の約８％削減が見込めます。 

一般的なシステム（外調機・コイル式蒸気加湿）と比較すると約２８％のエネ

ルギー削減効果が見込めることから、脱炭素化に向けたシステムとして有効であ

ることを示しました。 

２．コージェネレーションシステムの排熱利用率の向上効果 

L D A H Uを用いたインタークーラー排熱の利用有無によるコージェネの排熱

利用率と総合効率を示します。 

インタークーラー排熱を冬期は外気の加熱、中間期は再生用温熱に用います。 

夏期は給湯が少なくなって蒸気や高温水の利用量が減るため、インタークーラ

ー排熱と合わせて調湿液の濃縮加熱源とし、排熱利用の除湿が可能となります。 

排熱利用率は約１２％の向上、総合効率では４％の向上が見込める結果となり

ました。 



【受賞機器の新技術】 

世界初の三流体熱交換器の採用により、機器の省スペース化、低コスト化を実現し

導入時の課題解決に取り組みました。 

また、調湿剤にイオン液体を世界で初めて採用したことで、「素材の長寿命化」、

「使用材料の低コスト化」、「除菌効果による空調機内部の清浄化」の３つのメリッ

トを実現しました。 

※調湿剤にイオン液体を世界で初めて採用したリキッドデシカント空調機です（中

部電力株式会社と共同開発）。 

※調湿剤の飛沫が給気に混入することはなく、人体、設備及び室内に置かれている

物品に悪影響を及ぼす懸念はありません。 

【市場性・将来性】 

潜熱顕熱分離空調を採用する事務所ビルや湿度要求の高い介護施設、医療施設や蒸

気レスを目指す産業用途への導入など幅広く期待でき、普及による脱炭素化効果が大

きく望めます。 

【発表内容に関するお問い合わせ先】 

ダイナエアー株式会社 TEL：03-3294-4566 

〈本応募製品の技術〉

気液接触器と熱交換器
を層状に配置し、調湿
剤を冷却しながら除湿
を行うことで、少ない
調湿剤で除湿を実現
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〈当社従来製品〉

除湿時に調湿剤の
温度が上昇し、下
流で除湿能力が低
下するため、大量
の調湿剤が必要
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調湿剤を冷却

①調湿剤の低減
②イオン液体の採用により、
ポンプ・配管・タンク等
のコンパクト化
③低コスト化を実現


